
　

一
九
九
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
っ
と
も
権
威
の
あ
る
文
学
叢
書

と
言
わ
れ
て
い
る
ガ
リ
マ
ー
ル
社
の
プ
レ
イ
ア
ー
ド
版
か
ら
現
在
、
フ
ラ

ン
ス
十
八
世
紀
研
究
の
第
一
人
者
と
も
言
う
べ
き
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
教
授

ミ
シ
ェ
ル
・
ド
ゥ
ロ
ン
の
監
修
に
よ
り
サ
ド
全
集
の
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ

た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
翌
一
九
九
一
年
、
モ
ー
リ
ス
・
ル
ヴ
ェ
が
従
来
に

例
の
な
い
詳
細
な
資
料
に
基
づ
い
た
サ
ド
の
伝
記
を
発
表
し
、
一
九
九
八

年
、
プ
レ
イ
ア
ー
ド
版
の
サ
ド
が
第
三
巻
を
も
っ
て
完
結
し
た
今
日
、
か

つ
て
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
「
サ
ド
裁
判
」
と
い
う
も

の
が
世
間
を
騒
が
せ
、
両
国
に
お
い
て
有
罪
と
な
っ
た
事
件
は
、
新
し
い

サ
ド
の
読
者
に
と
っ
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
フ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
一
九
四
七
年
に
ジ
ャ
ン－

ジ
ャ
ッ
ク
・
ポ
ヴ
ェ
ー 

 

か
ら
『
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
全
集
』
の
刊
行
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、

一
九
五
四
年
に
、
全
集
の
う
ち
の
『
閨
房
哲
学
』、『
ソ
ド
ム
の
百
二
十
日
』、

『
新
ジ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
』
が
す
べ
て
の
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、

特
別
諮
問
委
員
会
の
警
告
の
対
象
と
な
り
、
翌
一
九
五
五
年
に
、『
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
物
語
あ
る
い
は
悪
徳
の
栄
え
』
も
同
委
員
会
の
警
告
の
対
象
と
な

（
１
）

ル
社

り
、
さ
ら
に
刑
法
一
二
五
条
に
よ
っ
て
判
決
を
要
求
さ
れ
た
。
一
九
五
六

年
、『
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
全
集
』
の
公
判
が
」
始
ま
り
、
翌
一
九
五
七
年
、

『
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
全
集
』
に
有
罪
判
決
が
下
り
、
罰
金
八
万
フ
ラ
ン
と
、

す
で
に
特
別
諮
問
委
員
会
の
警
告
の
対
象
と
し
て
押
収
さ
れ
て
い
た
四
著

作
『
閨
房
哲
学
』、『
ソ
ド
ム
の
百
二
十
日
』、『
新
ジ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
』、

『
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
物
語
あ
る
い
は
悪
徳
の
栄
え
』
の
焼
却
と
発
禁
処
分
が
決

定
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
四
著
作
を
除
く
『
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
全
集
』
そ

の
も
の
は
刊
行
を
続
行
し
、
こ
の
年
に
完
結
を
見
た
。
こ
の
裁
判
に
お
い

て
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
を
筆
頭
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
や

ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン
ら
の
著
名
な
哲
学
者
、
文
学
者
が
弁
護
側
の
証
言
台

に
立
ち
、
サ
ド
の
文
学
的
あ
る
い
は
哲
学
的
価
値
を
主
張
す
る
こ
と
で
検

事
側
と
闘
っ
た
が
、
ま
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
道
徳
的
影
響
の
強
い
時
代
に
お

い
て
、
サ
ド
の
反
道
徳
・
反
人
間
主
義
思
想
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
一
九
五
九
年
六
月
、
サ
ド
の

『
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
物
語
あ
る
い
は
悪
徳
の
栄
え
』
を
二
部
に
分
け
、
抄
訳
本

サ
ド
裁
判
と
戦
後
の
日

本
（
一
）
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と
し
て
そ
の
前
半
が
『
悪
徳
の
栄
え　

正
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
現
代

思
潮
社
か
ら
澁
澤
龍
彦
の
翻
訳
で
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月
、
後

半
の
『
悪
徳
の
栄
え　

続
』
が
出
版
さ
れ
た
。
翌
一
九
六
〇
年
四
月
七
日
、

警
視
庁
保
安
課
が
東
京
神
田
の
現
代
思
潮
社
を
家
宅
捜
査
し
、『
悪
徳
の
栄

え　

続
』
に
関
す
る
「
猥
褻
文
書
販
売
同
目
的
所
持
」
の
容
疑
で
押
収
、

発
売
禁
止
処
分
に
し
た
と
き
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ド
裁
判
」
が
日
本
に

お
い
て
始
ま
る
。
一
九
五
九
年
出
版
の
『
悪
徳
の
栄
え　

続
』
に
つ
い
て

「
猥
褻
文
書
販
売
同
所
持
」
に
よ
り
現
代
思
潮
社
社
長
の
石
井
恭
二
と
翻
訳

者
澁
澤
龍
彦
が
東
京
地
方
検
察
庁
に
よ
っ
て
正
式
に
起
訴
さ
れ
る
の
は
翌

年
の
一
九
六
一
年
一
月
十
六
日
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
の
発

禁
処
分
か
ら
「
サ
ド
裁
判
」
は
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
、
サ
ド
の
名
と
『
悪

徳
の
栄
え
』
を
有
名
に
し
て
い
た
。
一
審
は
一
九
六
一
年
八
月
十
日
の
第

一
回
公
判
を
最
初
に
、
一
九
六
二
年
十
月
十
六
日
の
第
十
八
回
公
判
ま
で

一
年
以
上
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
結
果
、
無
罪
と
な
る
。
し
か
し
、
東
京
地

検
は
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
東
京
高
裁
に
控
訴
の
手
続
き
を
と
っ
た
。

一
九
六
三
年
十
一
月
二
十
一
日
、
東
京
高
裁
は
一
審
判
決
を
破
棄
し
、
有

罪
と
し
た
。
翌
二
十
二
日
、
被
告
側
は
上
告
の
手
続
き
を
と
り
、
一
九
六

九
年
十
月
十
五
日
、
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
、
上
告
審
判
判
決
公
判
が
行

わ
れ
、
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
。
二
審
の
求
刑
ど
お
り
、
澁
澤
被
告
に
七

万
円
、
石
井
被
告
に
十
万
円
の
罰
金
が
科
さ 

　

以
上
が
、
日
仏
両
国
に
お
け
る
「
サ
ド
裁
判
」
の
概
略
で
あ
る
が
、
日

本
に
お
い
て
は
、
問
題
と
な
っ
た
『
悪
徳
の
栄
え　

続
』
が
発
行
さ
れ
て

（
２
）

れ
た
。

か
ら
最
高
裁
の
判
決
ま
で
お
よ
そ
十
年
近
く
争
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。「
サ
ド
裁
判
」
か
ら
お
よ
そ
十
年
前
、
一
九
五
〇
年
四
‐
五
月
に
、
小

説
家
で
英
文
学
者
の
伊
藤
整
が
翻
訳
し
た
ロ
レ
ン
ス
の
『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫

人
の
恋
人
』（
小
山
書
店
）
は
、
出
版
後
間
も
な
い
同
年
六
月
、
最
高
検
察

庁
に
よ
り
押
収
指
令
が
出
さ
れ
、
九
月
十
二
日
、
刑
法
一
七
五
条
に
定
め

る
猥
褻
文
書
販
売
罪
の
か
ど
で
起
訴
さ
れ
、
一
九
五
一
年
か
ら
公
判
が
始

ま
り
、
一
九
五
二
年
の
東
京
高
等
裁
判
所
第
二
審
判
決
を
経
て
、
一
九
五

七
年
三
月
最
高
裁
判
所
で
上
告
棄
却
を
受
け
、
有
罪
確
定
と
な
っ
て 

も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
の
十
八
世
紀
革
命
期
の
作
家
サ
ド
と
、
イ
ギ
リ
ス

で
十
九
世
紀
に
生
ま
れ
、
二
十
世
紀
に
亡
く
な
っ
た
ロ
レ
ン
ス
と
は
い
か

な
る
関
係
も
な
い
し
、
両
者
の
作
品
が
猥
褻
文
書
と
し
て
有
罪
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
意
外
に
共
通
点
は
な
い
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
チ
ャ
タ
レ

イ
裁
判
」
の
起
こ
っ
た
一
九
五
〇
年
か
ら
「
サ
ド
裁
判
」
の
終
わ
っ
た
一

九
六
九
年
と
い
う
時
代
を
考
え
る
と
、
い
ず
れ
も
日
本
が
政
治
的
に
激
し

く
混
乱
し
て
い
た
時
代
に
生
起
し
、
長
期
に
亘
っ
て
衆
目
を
集
め
る
こ
と

に
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。「
チ
ャ
タ
レ
イ
裁
判
」
は
一
九
四
五
年
の
第
二
次

大
戦
敗
北
、
一
九
四
六
年
の
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｑ
に
よ
る
プ
レ
ス
コ
ー
ド
、
一
九

四
七
年
の
新
日
本
国
憲
法
施
行
を
経
験
し
た
あ
と
の
日
本
で
起
こ
り
、
こ

の
裁
判
の
最
中
、
一
九
五
二
年
に
対
日
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約

の
発
効
に
よ
っ
て
一
応
の
占
領
終
結
を
迎
え
、
い
わ
ゆ
る
「
五
五
年
体
制
」

が
確
立
さ
れ
、「
も
は
や
『
戦
後
』
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
『
経
済
白

書
』
に
登
場
し
た
一
九
五
六
年
の
翌
年
に
有
罪
確
定
で
終
了
す
る
。
い
っ

（
３
）

い
る
。

宮本　陽子（　　）20 157



ぽ
う
「
サ
ド
裁
判
」
は
、
や
は
り
「
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の 

を
解
け
な
い
問
題
と
し
て
抱
え
た
ま
ま
の
一
九
五
九
年
、
す

な
わ
ち
安
保
改
定
交
渉
の
大
筋
が
固
ま
っ
た
時
期
に
問
題
の
著
作
が
発
行

さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
翌
一
九
六
〇
年
、
大
多
数
の
国
民
の
反
対
の

間
隙
を
縫
う
よ
う
な
強
行
採
決
に
よ
っ
て
決
議
さ
れ
た
新
安
保
の
年
に
問

題
の
著
作
が
発
禁
処
分
と
な
り
、
新
安
保
を
め
ぐ
る
市
民
運
動
の
高
ま
っ

た
一
九
六
一
年
に
正
式
に
告
訴
さ
れ
、
全
共
闘
運
動
が
一
気
に
盛
り
上
が

り
東
京
大
学
安
田
講
堂
を
占
拠
し
て
い
た
学
生
が
機
動
隊
に
よ
っ
て
排
除

さ
れ
た
一
九
六
九
年
に
、
最
高
裁
か
ら
有
罪
判
決
が
下
り
終
結
を
見
る
。

こ
う
し
た
現
在
に
尾
を
引
く
よ
う
な
政
治
的
混
乱
と
動
乱
の
時
期
に
、
作

品
の
時
代
背
景
や
作
者
の
思
想
に
は
大
き
な
開
き
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず

れ
も
「
性
」
と
そ
の
表
現
に
関
わ
る
理
由
で
断
罪
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
い
ず
れ
も
文
学
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め
た
こ

と
は
、
注
目
に
価
す
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
的
事
件
と
文
学
に
関

わ
る
裁
判
が
パ
ラ
レ
ル
に
並
ぶ
か
ら
と
い
っ
て
、
文
学
史
上
の
出
来
事
と

政
治
史
上
の
出
来
事
に
因
果
関
係
が
あ
る
、
と
主
張
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
を
ま
っ
た
く
の
偶
然
の
せ
い
に
で

き
る
ほ
ど
、
文
学
と
政
治
は
無
関
係
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
ら
二

つ
の
裁
判
に
関
わ
っ
た
人
間
の
証
言
は
も
ち
ろ
ん
、
両
方
、
あ
る
い
は
後

者
だ
け
の
時
代
を
経
験
し
た
人
間
の
証
言
さ
え
も
聞
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
二
つ
の
裁
判
を
考
察
の
対
象
に
し
て
み
た

い
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
お
も
に
「
サ
ド
裁
判
」
を
中
心
に

　

（
４
）

混
乱
」

考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
必
要
に
応
じ
て
、「
チ
ャ
タ
レ
イ
裁
判
」
や
そ
の
ほ

か
の
文
学
的
事
件
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、「
サ
ド
裁
判
」
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
当
事
者
の
現

代
思
潮
社
か
ら
、
裁
判
当
時
の
一
九
六
三
年
に
上
下
二
巻
か
ら
な
る
『
サ

ド
裁
判
』
が
発
行
さ
れ
、
一
時
期
は
絶
版
に
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
一
九

八
八
年
に
再
版
さ
れ
、
詳
細
な
公
判
の
記
録
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
現
代
思
潮
社
創
業
者
で
「
サ
ド
裁
判
」
の
被
告
の
一
人
で
あ
る
石
井

恭
二
が
二
〇
〇
二
年
に
発
表
し
た
『
花
に
は
香
り　

本
に
は
毒
を
』
に
お

い
て
も
「
サ
ド
裁
判
」
に
つ
い
て
は
一
章
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
も
う
一

人
の
被
告
、
澁
澤
龍
彦
の
章
は
「
澁
澤
龍
彦
と
戦
後
日
本
（
石
井
恭
二

著
）」
と
「
サ
ド
裁
判
前
後　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

松
山
俊
太
郎
（
松
山
俊
太

郎
と
石
井
恭
二
の
対
談
）」
と
い
う
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
に

お
い
て
も
サ
ド
裁
判
に
つ
い
て
は
僅
か
に
で
は
あ
る
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
河
出
書
房
新
社
の
全
二
十
二
巻
か
ら
な
る
『
澁
澤
龍
彦
全
集
』

は
お
も
に
澁
澤
の
翻
訳
と
創
作
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
別
巻
二
巻
の
う

ち
第
二
巻
は
「
サ
ド
裁
判
」
公
判
記
録
と
澁
澤
に
関
す
る
対
談
、
あ
る
い

は
澁
澤
と
の
対
談
、
澁
澤
を
交
え
た
座
談
会
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
対
談
等

か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
の
巻
の
半
分
ち
か
く
を
占
め
る
巌
谷
國
士
に
よ
る

巻
末
に
は
「〈
サ
ド
裁
判
〉
公
判
記
録
」
の
詳
細
な
解
題
と
年
譜
が
付
さ
れ
、

澁
澤
を
中
心
と
し
た
裁
判
の
状
況
を
明
確
に
伝
え
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
最

近
の
研
究
に
お
い
て
は
、
関
西
学
院
大
学
教
授
関
谷
一
彦
に
よ
る
「
サ
ド

裁
判
」―
猥
褻
に
つ
い
て
の
法
的
立
場
と
文
学
的
立
場
―
と
い
う 

が
、

（
５
）
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サ
ド
擁
護
と
い
う
同
じ
立
場
に
立
つ
弁
護
人
と
翻
訳
者
の
間
に
あ
る
意
見

の
微
妙
な
相
違
を
摘
出
し
て
い
て
興
味
深
い
。

　

し
か
し
本
論
考
で
は
、
先
人
方
の
こ
う
し
た
研
究
、
論
考
を
参
照
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
な
ぜ
こ
う
し
た
裁
判
が
十
年
近
く
の
年
月
を

か
け
て
争
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
時
代
背
景
と
と
も
に
考
え
て
ゆ
き

た
い
。
論
者
が
な
ぜ
時
代
に
拘
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に

挙
げ
た
「
チ
ャ
タ
レ
イ
裁
判
」
と
の
関
連
以
外
に
、『
悪
徳
の
栄
え
』
が
翻

訳
さ
れ
、
発
禁
と
な
っ
た
一
九
六
〇
年
前
後
と
い
う
時
期
の
特
別
な
事
情

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
〇
年
十
一
月
に
『
中
央
公
論
』
に
発
表
さ

れ
た
深
澤
七
郎
の
小
説
『
風
流
夢
譚
』
が
、
翌
一
九
六
一
年
二
月
一
日
に

「『
風
流
夢
譚
』
事
件
」
呼
ば
れ
る
殺
人
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
、
こ

の
事
件
と
は
関
係
な
い
が
、
そ
の
六
週
間
後
に
、
前
年
や
は
り
『
中
央
公

論
』
に
連
載
さ
れ
た
三
島
由
紀
夫
の
『
宴
の
あ
と
』
が
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の 

と
し
て
訴
え
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、

「
三
島
由
紀
夫
が
「『
憂
国
』
を
書
き
あ
げ
た
と
き
『
風
流
夢
譚
』
を
意
識

し
て 

と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
つ
け
加
え
る
な
ら
、
実
際
に
は
十

年
後
の
一
九
七
〇
年
に
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
沼
正
三
（
本
名　

天
野

哲
夫
）
の
『
家
畜
人
ヤ
プ
ー
』
と
い
う
奇
妙
な
小
説
が
、
こ
の
こ
ろ
「
マ

ニ
ア
向
け
の
マ
イ
ナ
ー
雑
誌
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
連
載
さ
れ
」
て
い
た
の

を
三
島
が
中
央
公
論
社
に
持
ち
込
み
、「
校
正
刷
り
ま
で
で
き
て
い
た
が
、

安
保
闘
争
と
『
風
流
夢
譚
』
の
騒
ぎ
で
立
ち
消
え
に
な
っ
た
の
だ
と
の

 

な
ど
、
現
在
で
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
文
学
と
社
会
の
強
い
結

（
６
）

侵
害
」

（
７
） 
 

い
た
」

　

（
８
）

こ
と
」

び
つ
き
を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
が
生
起
し
て
い
る
。
念
の
た
め
に
説
明
し

て
お
く
と
、『
風
流
夢
譚
』
と
は
主
人
公
「
私
」
の
十
分
間
の
夢
と
い
う
設

定
で
、
皇
居
前
広
場
で
暴
動
が
起
こ
り
、
暴
徒
に
「
ミ
ッ
チ
ー
が 
殺 
さ
れ

や

る
」
の
を
見
に
行
っ
た
「
私
」
が
軍
楽
隊
の
ふ
ざ
け
た
演
奏
が
流
れ
る
な

か
、
屋
台
の
出
た
お
祭
り
騒
ぎ
の
広
場
に
仰
向
け
に
寝
か
さ
れ
た
「
皇
太

子
殿
下
」
と
「
美
智
子
妃
殿
下
」
に
マ
サ
カ
リ
を
振
り
下
ろ
し
、
頭
が

「
ス
ッ
テ
ン
ン
コ
ロ
コ
ロ
と
金
属
製
の
音
が
し
て
転
が
る
」
と
い
う
短
編
で

あ
る
。
こ
の
作
品
に
憤
慨
し
た
右
翼
が
中
央
公
論
社
長
宅
を
襲
い
、
家
で

働
い
て
い
た
家
事
手
伝
い
の
女
性
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
、
社
長
の
名

前
を
と
っ
て
「
嶋
中
事
件
」
と
も
呼
ば
れ
る
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
作
者

の
深
沢
七
郎
は
こ
の
作
品
を
著
作
集
に
入
れ
ず
、
作
品
目
録
か
ら
削
っ
て

し
ま
っ
た
。
ま
た
、『
家
畜
人
ヤ
プ
ー
』
は
主
人
公
の
日
本
人
男
性
が
白
人

女
性
に
徹
底
的
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
歓
び
と
す
る
、
と
い
う
マ
ゾ
ヒ
ス

テ
リ
ッ
ク
な
作
品
で
あ
る
。
作
者
は
少
年
時
代
、
第
二
次
大
戦
敗
戦
の

一
ヵ
月
半
後
、
新
聞
の
ト
ッ
プ
に
「
五
段
抜
き
」
で
掲
載
さ
れ
な
が
ら

「
天
皇
陛
下
、
マ
ッ
ク
ァ
ー
サ
ー
元
帥
御
訪
問
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
「
廿

七
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
て
謹
写
」
と
説
明
さ
れ
た
だ
け
で
記
事
の
ま
っ

た
く
な
い
写
真
を
見
て
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
恥
辱
感
を
覚
え
、「
こ
の

恥
辱
感
を
一
身
に
引
き
受
け
た
か
の
よ
う
に
、『
逆
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
浄
土
地

獄
）』
と
し
て
の
「
イ
ー
ス
王
国
」
を
想
像
し
、
創
作
す
る
試
み
に
喜
び
を

見 

た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
皇
室
を
抜
き
に
語
れ
な
い
よ

う
な
こ
う
し
た
作
品
が
皇
太
子
の
結
婚
直
後
、
安
保
闘
争
の
頃
に
書
か
れ

　

（
９
）

出
し
」

宮本　陽子（　　）22 155



た
と
こ
と
は
無
視
で
き
ま
い
。
論
者
は
皇
太
子
の
結
婚
パ
レ
ー
ド
の
頃
、

渋
谷
の
三
宅
坂
に
あ
っ
た
社
宅
に
住
む
幼
稚
園
児
で
あ
っ
た
が
、
社
宅
の

す
ぐ
前
を
パ
レ
ー
ド
が
通
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
当
日
は
「
ヴ
ェ
ラ
ン

ダ
に
布
団
を
干
さ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
お
触
れ
が
回
っ
た
こ
と
を
子
供

心
に
も
訝
し
く
思
い
、
記
憶
し
て
い
る
。
当
時
、
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
に
布
団
を

干
す
こ
と
は
、
ど
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
当
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
『
富
士
の
気
分
』
の
著
者
船
木
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年

前
後
は
戦
後
史
に
と
っ
て
た
し
か
に
一
つ
の
時
代
の
節
目
と
呼
び
う
る
で

あ
ろ
う
。
皇
室
が
「
民
間
」
出
身
の
皇
太
子
妃
を
迎
え
る
と
い
う
こ
の
出

来
事
は
、「
天
皇
が
信
仰
の
対
象
で
あ
る
『
現
人
神
』
か
ら
、
ほ
ん
と
に
人

間
に
な
っ
た
こ
と
の
『
反
映
』」
で
あ
り
、「
国
民
大
衆
の
信
頼
を
必
要
と

す
る
対
象
に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
」
で
あ
ろ
う
。「
皇
太
子
と
ミ
ッ
チ
ー

の
結
婚
式
を
見
よ
う
と
テ
レ
ビ
の
保
有
家
庭
が
、
百
万
世
帯
か
ら
一
挙
に

五
倍
の
五
百
万
近
く
に
増
え
」、「
そ
の
前
に
は
ほ
と
ん
ど
新
聞
社
の
専
有

だ
っ
た
週
刊
誌
の
、
出
版
社
に
よ
る
創
刊
が
あ
い
つ
い
で
ブ
ー
ム
」
と
な

り
、「
新
し
い
情
報
時
代
の
到
来
」、「
新
し
い
消
費
の
時
代
の
到
来
」
と
な

り
、「
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
商
品
と
し
て
の
価
値
に
換
算
で
き
る
よ
う
に
な

 

 
。

　

同
様
の
変
化
が
、
六
十
年
安
保
闘
争
そ
の
も
の
の
周
辺
に
お
い
て
も
見

ら
れ
る
。
小
熊
英
二
は
『〈
民
主
〉
と
〈
愛
国
〉』
に
お
い
て
、「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
よ
っ
て
」、「
統
治
者
の
予
想
を
こ
え
た
運
動
の
速
度
」
が
可
能
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す 

た
と
え
ば
、
安
保
闘
争
に
関
わ
っ
て

　

（　

）
１０

っ
た
」

（　

）
１１る
。

い
た
鶴
見
俊
輔
は
、「
当
時
最
新
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
で
あ
る
電

話
」
の
お
か
げ
で
「
電
話
一
本
で
即
座
に
作
業
が
す
す
ん
で
ゆ
く
」
と
い

う
感
想
を
述
べ
て
い 

小
熊
は
さ
ら
に
丸
山
真
男
の
証
言
も
引
き
な
が

ら
、「
抗
議
の
表
現
手
段
の
多
様
化
も
、
新
し
い
技
術
の
普
及
に
支
え
ら
れ

た
。
ガ
リ
版
印
刷
機
の
普
及
は
、
既
存
手
段
に
頼
ら
ず
と
も
、
チ
ラ
シ
や

ビ
ラ
を
各
地
の
組
織
が
つ
く
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
」、
と
ま
と
め
て
い

 

こ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
安
保
闘
争
に
関
し
て
も
や
は
り
テ
レ
ビ

の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
小
熊
に
よ
れ
ば
、
岸
首
相
に
よ
る
「
強
行

採
決
の
ニ
ュ
ー
ス
を
浸
透
さ
せ
た
の
は
、
当
時
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
テ
レ
ビ
」
で
あ
っ
た
。「
い
わ
ば
、
安
保
闘
争
は
、『
国
民
』
的
な
レ
ベ

ル
で
人
び
と
が
テ
レ
ビ
を
介
し
て
接
し
た
、
は
じ
め
て
の
政
治
的
事
件
で

あ
っ 

小
熊
は
当
時
の
テ
レ
ビ
で
強
行
採
決
の
様
子
を
見
た
人
び
と
の

声
を
引
用
し
な
が
ら
、「
テ
レ
ビ
は
空
間
的
な
距
離
を
こ
え
て
、『
想
像
の

共
同
体
』
を
創
り
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
」、
と
集
約
す
る
。
さ
ら
に
彼
が

注
意
を
促
し
て
い
る
の
は
、「
人
を
分
断
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
は
な
く
、
人
を

結
び
つ
け
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
」
の
テ
レ
ビ
で
あ
り
、
こ
れ
が
共
に
見
た

「
人
び
と
の
あ
い
だ
に
、
し
ば
し
ば
共
通
の
関
心
と
論
議
を
よ
び
お
こ
し

た
」
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
一
人
で
孤
独
に
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と

が
稀
で
あ
っ
た
こ
の
時
代
に
お
い
て
、「
茶
の
間
に
あ
る
一
台
の
テ
レ
ビ
の

前
に
、
家
族
が
集
ま
っ
て
放
送
を 

　
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
媒
介
に
生
ま

れ
た
新
し
い
空
間
、「
創
造
の
共
同
体
」
を
生
き
る
意
識
か
ら
、
小
熊
は

（　

）
１２る
。

（　

）
13る

。 
（　

）
１４
た
」。

　

（　

）
１５

み
た
」
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「
市
民
」
が
登
場
す
る
、
と
述
べ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
市
民
」
は
、「
安
保

闘
争
の
な
か
で
現
わ
れ
た
、
自
立
と
連
帯
が
同
時
に
実
現
し
て
い
る
状
態

を
形
容
し
た
言
葉
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
も
説
明
す
る
と
お
り
、「
市

民
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
歴
史
観
に
よ
っ
て
「
プ
チ
ブ
ル
」
や
「
シ
ト
ワ

イ
ヤ
ン
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、「
一
九

六
〇
年
の
『
市
民
』
と
い
う
言
葉
の
台
頭
は
、
思
想
の
変
化
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
言
語
体
系
の
変
化
で
あ
っ
た
」、
と
小
熊
は
主
張
す 

安
保

闘
争
で
信
頼
を
う
し
な
っ
た
共
産
党
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
た
「
民

族
」
と
い
う
言
葉
を
避
け
、「
共
産
党
か
ら
忌
避
さ
れ
て
い
た
『
市
民
』
を

採
用
と
い
う
、
言
語
体
系
の
転
換
が
行
わ
れ
た
」、
と
小
熊
は 

 

「
市
民
」
の
民
主
主
義
が
高
ま
っ
た
一
九
六
〇
年
の
初
夏
に
お
い
て
は
、

「
市
民
」
と
「
国
民
」、「
個
人
」
と
「
組
織
」、「
民
主
」
と
「
愛
国
」
は
、

ど
れ
も
同
一
の
現
象
と
心
情
を
表
現
す
る
言
葉
だ 

。
彼
に
よ
れ
ば
、

安
保
闘
争
は
学
生
た
ち
の
「
無
私
」
の
運
動
、
す
な
わ
ち
全
学
連
が
中
心

と
な
っ
て
お 

「
賃
上
げ
目
的
で
は
な
い
、『
無
私
』
の
行
動
と
み
な
さ

れ
た
こ
と
が
、
労
組
員
の
士
気
と
一
般
の
支
持
を
高
め
た 

。
こ
う
し

た
「
無
私
」
の
表
現
形
態
は
「
学
生
た
ち
の
デ
モ
だ
け
で
は
な
」
く
、
大

学
教
官
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い 

 
小
熊
は
、「
岸
政
権
の
も
と

で
公
務
員
の
職
に
就
く
こ
と
を
拒
否
し
て
、
東
京
都
立
大
学
の
教
授
を
辞

職
し
た
」
竹
内
好
や
、
竹
内
に
続
い
て
、「
東
京
工
業
大
学
の
助
教
授
」
を

辞
職
し
た
鶴
見
俊
輔
の
例
を
挙
げ
、
こ
う
し
た
教
官
ら
の
行
為
が
共
感
を

も
っ
て
受
け
入
ら
れ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て 

「
無
私
」
の
行
為
が
学

（　

）
１６る
。　

（　

）
１７

言
う
。

　

（　

）
１８

っ
た
」

（　

）
１９り
、

　

（　

）
２０

の
だ
」

（　

）
２１う
。

　

（　

）
２２

い
る
。

生
か
ら
教
官
に
広
が
る
い
っ
ぽ
う
で
、
右
翼
を
雇
い
、
全
学
連
を
襲
撃
さ

せ
る
自
民
党
は
市
民
た
ち
を
憤
激
さ
せ
、
ま
た
全
学
連
の
運
動
を
妨
げ
る

共
産
党
も
反
発
を
集
め
た
。
と
り
わ
け
、
六
月
一
五
日
の
夕
方
、
学
生
た

ち
が
国
会
構
内
に
突
入
し
た
と
き
に
、
共
産
党
が
デ
モ
隊
を
ア
メ
リ
カ
大

使
館
の
方
に
誘
導
し
解
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
全
学
連
主
流
派
の
デ
モ
隊
を

孤
立
さ
せ
た
た
め
に
、
デ
モ
隊
が
警
官
隊
に
制
圧
さ
れ
、
大
勢
の
負
傷
者

を
出
し
、
そ
の
な
か
で
東
京
大
学
の
学
生
だ
っ
た
樺
美
智
子
が
死
亡
し
た

事
件
は
、
当
局
と
共
産
党
に
対
す
る
批
判
と
怒
り
を
集
中
さ 

　
し
か

し
、
人
び
と
の
共
感
は
飽
く
ま
で
も
学
生
の
「
無
私
」、「
純
粋
な
正
義
感
」

に
捧
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
共
鳴
し
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
学
生
と
彼
ら
を
支
持
す
る
市
民
た
ち
の
反
発
に
よ
っ
て
、
ど

こ
ま
で
も
強
気
の
岸
首
相
に
率
い
ら
れ
た
当
局
側
も
、
翌
日
、
一
九
日
に

予
定
さ
れ
て
い
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
東
京
訪
問
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な

か 

「
樺
の
死
と
全
学
連
の
直
接
行
動
」
に
対
し
て
、「
東
京
の
主
要

新
聞
七
社
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
東
京
訪
問
中
止
決
定
の
翌
一
七
日
の
朝

刊
で
、『
暴
力
を
排
し
議
会
主
義
を
守
れ
』
と
い
う
共
同
声
明
を
掲
載
し
、

全
学
連
を
批
判 

　
が
、
こ
う
し
た
報
道
の
冷
た
さ
が
、
鶴
見
俊
輔
や

清
水
幾
太
郎
ら
年
長
者
た
ち
の
学
生
た
ち
に
対
す
る
共
感
を
い
っ
そ
う
募

ら
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
空
前
の
共
感
を
集
め
な
が
ら
も
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
た

安
保
闘
争
で
あ
っ
た
が
、
六
月
一
八
日
深
夜
、
午
前
零
時
に
、
デ
モ
隊
に

包
囲
さ
れ
た
国
会
の
な
か
で
安
保
改
定
は
自
然
承
認
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

（　

）
２３

せ
た
。

　

（　

）
２４

っ
た
。

　

（　

）
２５

し
た
」
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安
保
闘
争
に
対
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
は
非
常
に
批
判
的

で
あ
り
、
日
本
の
新
聞
は
ア
メ
リ
カ
の
批
判
が
日
本
に
つ
い
て
の
ま
っ
た

く
の
無
知
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
引
き
ず

ら
れ
る
よ
う
に
、
安
保
闘
争
に
対
し
て
「
マ
イ
ナ
ス
評
価
」
を
下
し
て
い

る
。
小
熊
に
よ
れ
ば
、「
日
本
の
新
聞
が
気
に
か
け
て
い
た
の
は
、
欧
米
の

メ
デ
ィ
ア
が
安
保
闘
争
を
、
ほ
ぼ
同
時
に
お
こ
っ
て
い
た
韓
国
や
ト
ル
コ

の
政
変
と
、
類
似
の
も
の
と
し
て
報
道
し
て
い
る
こ
と
で
あ 

つ
ま

り
、
日
本
が
欧
米
か
ら
「
後
進
国
」
扱
い
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
新
聞
と
同
様
の
政
界
の
声
と
し
て
、
小
熊
は
社
会
党
の
江
田

三
郎
と
首
相
の
岸
信
介
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の

も
の
だ
け
を
挙
げ
て
お
く
。「
日
本
の
政
局
の
現
状
を
韓
国
、
ト
ル
コ
に
く

ら
べ
る
も
の
も
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
に
は
言
論
の
自
由
が
な
か
っ
た
の

に
対
し
て
、
日
本
は
行
き
過
ぎ
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
言
論
が
自
由

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

で
根
本
的

に 

傍
点
強
調
は
論
者
）」
安
保
闘
争
の
結
果
に
対
す
る
判
断
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
安
保
の
自
然
承
認
と
岸
首
相

の
退
陣
以
後
、
デ
モ
の
波
は
急
速
に
退
い
て
い 

　
こ
の
年
の
六
月
二

六
日
の
『
毎
日
新
聞
』
は
、「
一
九
六
〇
年
三
月
に
卒
業
し
た
大
学
生
の
就

職
率
が
戦
後
最
高
を
記
録
し
、
ほ
ぼ
完
全
就
職
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
伝

え
て 

と
い
う
。
小
熊
は
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、「
一
九
六
〇
年

の
安
保
闘
争
は
、
戦
後
日
本
の
進
歩
派
が
『
愛
国
』
や
『
民
族
』
と
い
っ

た
言
葉
で
表
現
し
て
き
た
心
情
が
、
最
大
に
し
て
最
後
の
噴
出
を
み
た
事

件
だ 

と
総
括
し
て
い
る
。
岸
に
代
わ
っ
て
首
相
と
な
っ
た
池
田
勇

　
　　
（　

）
２６

っ
た
」。

　

（　

）
２７

違
う
。（

　 
（　

）
２８

っ
た
」。

　

（　

）
２９

い
た
」

　

（　

）
３０

っ
た
」

人
は
、
就
任
直
後
に
「
所
得
倍
増
」
の
旗
印
を
掲
げ
、
時
代
は
高
度
成
長

期
に
突
入
す
る
。

　

こ
の
年
は
政
治
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
に
も
激
動
の
年
で
あ
っ
た
。
映

画
に
つ
い
て
は
、「
前
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
た
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー

グ
の
旋
風
で
幕
が
開
い
た
」
年
で
あ
っ
た
。
三
月
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ト

リ
ュ
フ
ォ
ー
の
『
大
人
は
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
』
と
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ

ク
・
ゴ
ダ
ー
ル
の
『
勝
手
に
し
や
が
れ
』
が
公
開
さ
れ
て
大
き
な
反
響
を

呼
び
、「
そ
の
新
し
い
息
吹
は
、
六
月
以
降
に
公
開
さ
れ
た
大
島
渚
、
吉
田

喜
重
、
篠
田
正
浩
ら
松
竹
の
若
手
監
督
た
ち
の
作
品
に
『
松
竹
ヌ
ー
ヴ
ェ

ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
』
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
話
題
」
と
な 

　
と

り
わ
け
本
論
考
に
関
係
の
深
い
作
品
と
し
て
は
、
十
月
に
上
映
さ
れ
、
僅

か
四
日
で
上
映
中
止
と
な
っ
た
大
島
渚
監
督
の
『
日
本
の
夜
と
霧
』
は
、

大
島
が
「
六
〇
年
六
月
の
日
米
安
保
条
約
改
定
反
対
の
デ
モ
と
そ
の
敗
北

と
い
う
出
来
事
に
お
お
き
な
衝
撃
を
受
け
」、「
安
保
の
信
が
問
わ
れ
る
総

選
挙
に
向
け
、
退
潮
機
運
の
建
て
直
し
を
訴
え
よ
う
と
、
き
わ
め
て
ア
ク

チ
ュ
ア
ル
な
題
材
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
仕
立
て
で
同
時
代
の
観
客
に
問

う
た
政
治
映
画
と
し
て
知
ら
れ
て 

　
美
術
に
お
い
て
は
四
月
に
、

「
第
一
回
ネ
オ
・
ダ
ダ
イ
ズ
ム
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
展
」
が
開
か
れ
、
ま
た

音
楽
に
お
い
て
は
、
六
月
に
、
林
光
、
武
満
徹
ら
に
よ
る
「
民
主
主
義
を

守
る
音
楽
家
の
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
け
る
暗
黒
舞

踏
の
第
一
人
者
、
土
方
巽
、
大
野
一
雄
が
「D

A
N

C
E

E
XPE

RIE
N

C
E

の

会
」
で
暗
黒
舞
踏
派
公
演
を
行 

　
ま
た
、
事
件
と
し
て
は
安
保
闘
争

　

（　

）
３１

っ
た
。

　 
（　

）
３２

い
る
」。

　

（　

）
３３

っ
た
。
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以
外
に
、
十
月
、
社
会
党
委
員
長
・
浅
沼
稲
次
郎
が
、
右
翼
少
年
十
七
歳

の
山
口
二
矢
に
よ
っ
て
刺
殺
さ
れ
、
山
口
は
歯
磨
き
粉
で
「
七
生
報
国　

天
皇
陛
下
万
歳
」
と
刑
務
所
内
の
壁
に
書
き
残
し
、
自
殺
し
た
こ
と
も
述

べ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま 

な
お
、
こ
の
事
件
を
も
と
に
し
て
、
大
江
健

三
郎
は
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
第
二
部
政
治
少
年
死
す
」
と
い
う
短
編
を
書

き
、『
文
学
界
』
一
九
六
一
年
二
月
号
に
発
表
し
た
が
、
右
翼
団
体
の
抗
議

の
た
め
に
、
こ
の
作
品
は
深
沢
七
朗
の
「
風
流
夢
譚
」
同
様
、
全
集
に
も

収
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
い
ま
だ
に
封
印
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
安
保
改
定
と
い
う
大
き
な
事
件
が
ひ
と
つ
の
問
題
提
起
と

な
っ
て
、
文
化
的
に
も
政
治
的
に
も
自
ら
の
立
場
を
選
択
す
る
こ
と
を
、

そ
の
時
代
を
生
き
る
人
々
に
強
い
た
、
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

　

さ
て
、「
サ
ド
裁
判
」
の
ほ
う
に
戻
る
と
、
澁
澤
が
『
悪
徳
の
栄
え
』
の

翻
訳
を
出
版
し
た
の
が
一
九
五
九
年
、
こ
れ
が
発
禁
処
分
を
受
け
た
の
が

一
九
六
〇
年
、
そ
し
て
裁
判
が
始
ま
っ
た
の
が
一
九
六
一
年
で
あ
る
こ
と

を
、
も
う
一
度
繰
り
返
し
て
お
く
。
サ
ド
裁
判
は
「
行
き
過
ぎ
と
思
わ
れ

る
ほ
ど
言
論
が
自
由
」
な
日
本
（（
岸
信
介
）
で
、
一
つ
の
時
代
に
節
目
に

生
起
し
た
事
件
で
あ
る
。
翻
訳
者
の
澁
澤
自
身
、
最
終
判
決
で
敗
訴
し
た

一
九
六
九
年
、『
日
本
読
書
新
聞
』
一
一
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
六

一
年
に
起
訴
さ
れ
て
、
七
〇
年
の
直
前
に
最
高
裁
の
判
決
が
出
た
と
い
う

こ
と
は
、
ま
さ
に
六
〇
年
代
と
サ
ド
裁
判
と
が
ピ
ッ
タ
リ
重
な
っ
て
い
た
、

パ
ラ
レ
ル
だ
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
す
ね
」、
と
語
っ
て
い
る
。
澁
澤
が
見

事
な
点
は
、
発
禁
処
分
を
受
け
た
一
九
六
〇
年
か
ら
最
終
判
決
の
出
た
一

（　

）
３４い
。

九
六
九
年
ま
で
「
サ
ド
の
危 

と
い
う
主
張
を
繰
り
返
し
、
終
始
一

貫
し
て
意
見
を
変
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
正
式
に
起
訴
さ
れ
た
一
九
六
一

年
一
月
二
〇
日
の
四
日
後
、『
内
外
タ
イ
ム
ズ
』
で
「
勝
敗
に
は
こ
だ
わ
ら

 

と
気
炎
を
吐
い
て
い
た
澁
澤
の
敗
訴
は
、
安
保
自
然
承
認
に
お
け

る
「
下
手
に
勝
つ
く
ら
い
な
ら
、
う
ま
く
負
け
る
」
と
い
う
竹
内 

セ
リ

フ
を
思
い
出
さ
せ
る
。
実
際
、
澁
澤
は
先
の
『
日
本
読
書
新
聞
』
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
、「
無
意
識
の
う
ち
に
で
す
け
れ
ど
も
、
サ
ド
裁
判
の
初
期
に

は
、
ま
あ
一
種
の
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
し
ま
っ
た

よ
う
な
気
が
し
て 

と
述
べ
て
い
る
。
彼
が
時
代
の
一
歩
先
を
行
っ

て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
安
保
世
代
か
ら
全
共

闘
世
代
へ
と
読
者
数
が
圧
倒
的
に
増
え
る
時
代
に
読
者
の
心
を
う
ま
く
つ

か
ん
だ
人
間
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。「
サ
ド
は
反
政
治
主
義
の
象
徴
、

あ
る
い
は
エ
ロ
ス
・
プ
ラ
ス
・
政
治
の
象
徴
と
し
て
、
六
十
年
代
の
地
平

線
に
大
き
く
頭
を
せ
り
出
し
て
来
た
わ
け
だ
。
若
い
人
は
こ
れ
を
敏
感
に

キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
た
ね
。
い
わ
ゆ
る
安
保
世
代
で 

、
あ
る
い
は
、

「（
サ
ド
は
）
せ
ま
い
意
味
で
の
政
治
主
義
に
対
す
る
強
力
な
ア
ン
チ
テ
ー

ゼ
の
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
す
。
民
主
主
義
や
進
歩
主
義
の
ギ
マ
ン
を

暴
露
す
る
の
に
、
サ
ド
の
毒
は
有
効
だ
っ
た
と
思
う
。
だ
か
ら
、
安
保
世

代
が
サ
ド
に
と
び
つ
い
た
の
は
、
挫
折
の
あ
と
の
反
動
で
は
な
く
、
挫
折

を
の
り
こ
え
る
た
め
の
カ
ン
フ
ル
注
射
み
た
い
な
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
、

と
考
え
る
。
現
在
の
全
共
闘
の
学
生
の
考
え
方
の
よ
う
に
、
政
治
主
義
的

な
発
想
が
全
面
崩
壊
す
る
端
緒
を
つ
く
っ
た
の
は
、
い
さ
さ
か
我
田
引
水

　

（　

）
３５

険
性
」

　

（　

）
３６

な
い
」

（　

）
３７好
の

　

（　

）
３８

い
る
」

　

（　

）
３９

す
ね
」
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か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
サ
ド
思
想
の
毒
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
考

え
る
わ
け 

、
と
い
う
具
合
に
彼
は
サ
ド
に
語
ら
せ
る
よ
う
に
し
な
が

ら
、
し
か
も
、
当
時
の
学
生
た
ち
に
寄
り
添
う
よ
う
な
言
葉
で
、
自
ら
を

語
っ
て
い
る
。
し
か
も
彼
は
常
に
自
ら
を
発
信
す
る
機
会
を
無
駄
な
く
使

う
す
べ
を
知
っ
て
い
た
。
安
保
闘
争
時
代
の
学
生
た
ち
も
、
全
共
闘
世
代

の
学
生
た
ち
も
澁
澤
の
語
る
言
葉
の
な
か
に
自
ら
の
言
葉
と
同
質
の
も
の

を
見
出
し
、
そ
の
な
か
で
サ
ド
／
澁
澤
に
魅
了
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一

九
六
一
年
一
月
三
十
日
、
す
な
わ
ち
、
正
式
に
起
訴
さ
れ
た
十
日
後
、
澁

澤
は
友
人
で
あ
り
先
輩
と
し
て
慕
っ
て
い
た
三
島
由
紀
夫
に
宛
て
て
、「
サ

ド
裁
判
」
に
お
け
る
「
方
針
」
な
ど
を
語
っ
た
手
紙
を
書
き
、
こ
れ
を

『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
五
四　

澁
澤
龍
彦
』
に
写
真
紹
介
し
て
い
る
。

以
下
は
そ
の
引
用
で
あ
る
。

　
（
…
）
わ
た
し
の
方
と
し
て
は
、
勝
敗
な
ど
問
題
に
せ
ず
、
一
つ
の

お
祭
り
騒
ぎ
と
し
て
、
な
る
べ
く
お
も
し
ろ
く
や
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。（
…
）
本
屋
さ
ん
が
、
だ
い
た
い
極
左
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト

�

�

�

�

�

�

�

�

�

で
、

わ
た
く
し
も
、
ど
う
し
て
も
本
屋
さ
ん
の
ペ
ー
ス
に
引
っ
ぱ
ら
れ
る

か
た
ち
に
な
り
ま
す
が
、

　

訳
者
と
出
版
社
の
あ
い
だ
で
完
全
に
意
見
の
一
致
し
て
い
る
点
は
、

一
・
い
わ
ゆ
る
文
化
人
の
民
主
的
・
良
識
的
闘
争
に
し
な
い
こ
と

一
・
安
保
闘
争
以
来
の
良
識
的
ム
ー
ド
を
ぶ
っ
こ
わ
し
、
テ
ロ
リ
ズ

ム
の
ム
ー
ド
を
煽
り
立
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と

　

（　

）
４０

で
す
」

一
・
弁
護
人
や
証
人
（
鑑
定
人
）
の
意
見
を
一
本
に
縛
ら
ず
、
め
い

め
い
が
勝
手
な
こ
と
を
言
う
よ
う
に
す
る
こ
と

一
・
法
廷
で
争
わ
れ
る
点
は
、
主
と
し
て
ワ
イ
セ
ツ
論
議
に
な
る
で

し
ょ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
破
壊
思
想
、
危
険
思
想
と

い
っ
た
点
を
強
調
し
て
、
問
題
を
な
る
べ
く
思
想
裁
判
の
方
へ

引
っ
ぱ
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
す
る
こ
と

（
…
）
こ
ん
な
方
針
で
や
る
以
上
、
負
け
る
の
は
最
初
か
ら
分
か
っ
て

お
り
ま
す
が
、
勝
つ
よ
り
負
け
る
方
が
、
は
る
か
に
有
意
義
で
は
な

か
ろ
う
か
と
考
え
ま
す

　

は
っ
き
り
申
せ
ば
、
も
と
も
と
現
代
思
潮
社
と
い
う
出
版
社
は
、

バ
ッ
ク
に
全
学
連
主
流
派
の
理
論
的
支
柱

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

と
考
え
ら
れ
て
い
る
埴
谷

雄
高
、
吉
本
孝
明
、
谷
川
雁
な
ど
を
擁
し
て
い
る
の
で
、
特
別
弁
護

人
も
こ
れ
ら
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

証
人
に
は
で
き
る
だ
け
広
範
囲
の
思
想
傾
向
の
人
に
登
場
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
、
で
き
れ
ば
戦
前
右
翼
の
し
っ
か
り
し
た
人

に
も
…
…（
傍
点
強
調
は
論
者
）

澁
澤
が
『
悪
徳
の
栄
え
』
を
抄
訳
で
発
表
し
た
現
代
思
潮
社
と
い
う
出
版

社
や
、
こ
の
「
出
版
社
が
擁
し
て
い
る
」
と
い
う
「
全
学
連
主
流
派
の
理

論
的
支
柱
」
で
あ
る
と
い
う
思
想
家
た
ち
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察

す
る
こ
と
に
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
名
前
が
こ
の
時
代
に

持
っ
て
い
た
魅
力
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
三
島
と

サド裁判と戦後の日本（一） （　　）27150



い
う
作
家
の
名
前
の
持
っ
て
い
た
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ュ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
新
左
翼
系
の
思
想
家
た
ち
は
時
代
の
寵
児
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
実
際
に
、
彼
ら
の
著
書
が
ど
の
程
度
読
み
込
ま
れ
て
い
た
か
、

そ
も
そ
も
、
彼
ら
自
身
が
自
ら
に
先
行
す
る
思
想
家
た
ち
を
ど
こ
ま
で
理

解
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
高

度
成
長
期
を
目
前
に
し
、
船
木
拓
生
に
よ
れ
ば
、「
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
商
品

と
し
て
の
価
値
に
換
算
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
時
代
、「『
人
気
』
な
る

基
準
の
も
と
に
均
さ
れ
、
こ
の
基
準
に
な
じ
ま
ぬ
事
物
は
異
物
と
し
て
拒

ま
れ
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
」
な
り
、「
こ
と
ば
も
例
外
で
い
る
こ
と
は
で
き

な
」
く
な
り
、「
消
費
の
対
象
と
な
り
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
商
品
と
し
て
価

値
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な 

時
代
に
お
い
て
、
書
物
も
思
想
も
「
消

費
の
対
象
」
と
な
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

作
家
も
ま
た
例
外
で
は
な
く
、
澁
澤
か
ら
公
開
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た

三
島
も
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
、
自
ら
を
「『
人
気
』
な
る
基
準
の
も
と
に
」
振

り
分
け
ら
れ
る
「
消
費
の
対
象
物
」
と
な
る
べ
く
、
進
ん
で
映
画
ス
タ
ー

を
め
ざ
し
、「
五
十
九
年
の
暮
に
大
映
と
専
属
契
約
を
結
ん
だ
」
と
い
う
。

船
木
に
よ
れ
ば
、
三
島
は
、
翌
六
〇
年
、「
は
じ
め
て
の
主
演
映
画
を
撮
っ

た
。
若
尾
文
子
と
の
共
演
、
二
枚
看
板
に
よ
る
『
か
ら
っ
風
野
郎
』」
と
い

う
ヤ
ク
ザ
映
画
で
、
ヤ
ク
ザ
の
二
代
目
を
演 

安
保
闘
争
が
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
向
か
う
一
九
六
〇
年
の
春
、
こ
の
映
画
は
公
開
に
な
っ
た
が
、

三
島
の
作
詞
、
歌
唱
に
よ
る
主
題
歌
は
お
ろ
か
、
映
画
そ
の
も
の
も
話
題

に
な
ら
ず
、「
む
し
ろ
失
笑
を
」
か
う
出
来
栄
え
だ 

船
木
に
よ
れ
ば
、

　

（　

）
４１

っ
た
」

　

（　

）
４２

じ
た
。

　

（　

）
４３

っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
後
半
の
三
島
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
候
補
と
し
て
有
力
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
は
じ
め
て
話
題
に
の
ぼ
っ
た
年
に
は
、
そ

の
直
前
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
訪
ね
」、「
翌
年
の
受
賞
者
発
表
時
に
は
自

宅
に
つ
め
か
け
た
新
聞
記
者
の
、
予
定
原
稿
の
求
め
に
応
じ
て
『
喜
び
の

こ
と
ば
』
ま
で
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。
三
年
目
は
騒
動
を
逃

れ
て
バ
ン
コ
ッ
ク
で
発
表
を
待
っ
た
が
、
ま
た
ま
た
流
れ
」、「
授
賞
受
賞

運
動
を
や
め
た
四
年
目
は
毎
日
新
聞
社
で
待
機
し
た
」
が
、「
そ
こ
へ
テ

レ
ッ
ク
ス
が
送
っ
て
き
た
の
は
川
端
康
成
の
名
前
だ 

と
い
う
。

せ
っ
か
く
受
賞
し
た
川
端
は
四
年
後
の
一
九
七
二
年
に
自
殺
し
て
し
ま
う
。

賞
を
逃
し
た
三
島
は
川
端
の
死
よ
り
も
二
年
早
い
一
九
七
〇
年
十
一
月
二

五
日
、
神
宮
外
苑
を
車
で
二
周
し
な
が
ら
「
唐
獅
子
牡
丹
」
を 

自

衛
隊
市
ヶ
谷
駐
屯
地
す
な
わ
ち
東
部
方
面
総
監
部
の
総
監
室
で
切
腹
し
、

彼
が
率
い
る
楯
の
会
の
学
生
長
森
田
必
勝
に
介
錯
さ
れ
て
死 

三
島

も
ま
た
マ
ス
コ
ミ
を
活
用
す
る
こ
と
に
吝
か
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
前
日
、

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
の
記
者
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
記
者
に
電
話
を
し
、
私
信
を
書
い

て
い
た
と 

し
か
し
、
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
檄
を
飛
ば
す
三
島
の
言
葉

を
ま
と
も
に
聞
く
自
衛
隊
員
は
お
ら
ず
、
野
次
と
罵
声
を
浴
び
な
が
ら
演

説
を
終
え
た
三
島
は
、「
仕
方
が
な
か
っ
た
ん
だ
」
と
つ
ぶ
や 

死
に

向
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
論
者
は
三
島
を
滑
稽
な
作
家
と
し
て
描
き
だ

そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
サ
ド
裁
判
の
被
告
澁
澤
の
手
紙
を
受

け
取
っ
た
三
島
と
、
手
紙
の
書
き
手
澁
澤
の
差
異
を
強
調
し
て
お
き
た
い

だ
け
で
あ
る
。
い
つ
も
同
じ
こ
と
を
主
張
し
続
け
、
し
か
し
、
偶
然
に
せ

　

（　

）
４４

っ
た
」　

（　

）
４５
歌
い
、

　

（　

）
４６

ん
だ
。

　

（　

）
４７

い
う
。

　

（　

）
４８

い
て
、
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よ
作
為
か
ら
に
せ
よ
、
時
流
に
う
ま
く
乗
っ
た
澁
澤
の
し
な
や
か
さ
と
、

文
学
者
と
し
て
、
芸
術
家
と
し
て
澁
澤
か
ら
敬
愛
さ
れ
て
い
た
三
島
の
こ

の
不
器
用
さ
に
注
目
し
た
い
。
サ
ド
が
監
禁
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
作
品

を
書
き
、
自
ら
を
創
出
し
た
よ
う
に
、
サ
ド
裁
判
が
続
け
ば
続
く
ほ
ど
、

被
告
で
あ
り
被
害
者
で
あ
る
澁
澤
は
、
一
つ
の
こ
と
を
発
信
し
続
け
る
機

会
を
与
え
ら
れ
、
自
ら
を
サ
ド
／
澁
澤
と
し
て
生
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

サ
ド
裁
判
の
先
輩
と
も
い
え
る
チ
ャ
タ
レ
イ
裁
判
は
期
間
が
短
か
っ
た
こ

と
や
伊
藤
整
の
生
真
面
目
な
性
格
、
そ
し
て
何
よ
り
も
マ
ス
コ
ミ
と
社
会

の
状
況
、
読
者
の
数
の
違
い
な
ど
か
ら
、
ロ
レ
ン
ス
／
伊
藤
と
し
て
語
る

と
い
う
機
会
を
伊
藤
に
与
え
な
か
っ
た
。

　

澁
澤
は
『
悪
徳
の
栄
え
』
が
発
禁
処
分
に
な
っ
た
一
九
六
〇
年
十
一
月
、

京
都
大
学
十
一
月
祭
に
呼
ば
れ
、
針
生
一
郎
、
松
本
俊
夫
、
和
田
勉
ら
と

と
も
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
サ
ド
の
眼　

Ⅲ
」
に
出
席
し
て
い
る
。
ま
た
、

安
保
闘
争
後
の
一
九
六
二
年
五
月
に
は
、
東
京
大
学
五
月
祭
で
文
学
部
仏

文
学
科
主
催
の
公
開
討
論
会
「
サ
ド
は
有
罪
か
」
に
栗
田
勇
、
森
本
和
夫
、

白
井
健
三
郎
、
石
井
恭
二
と
と
も
に
出
席
す
る
。
京
都
大
学
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
出
席
者
、
針
生
一
郎
は
三
島
と
同
じ
く
一
九
二
五
年
生
ま
れ
の
美

術
評
論
家
で
、
現
在
も
長
老
的
存
在
で
活
躍
し
て
い
る
。
松
本
俊
夫
は
一

九
三
二
年
生
ま
れ
の
映
画
監
督
。『
薔
薇
の
葬
列
』
で
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー

し
、
以
後
、
夢
野
久
作
の
小
説
の
映
画
化
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
。
和
田

勉
は
一
九
三
〇
年
生
ま
れ
の
演
出
家
で
俳
優
と
し
て
映
画
に
で
る
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
評
論
家
あ
る
い
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
今
日
、
テ
レ

ビ
に
登
場
す
る
こ
と
も
あ
る
。
東
京
大
学
の
公
開
討
論
会
の
出
席
者
に
つ

い
て
は
、
石
井
恭
二
は
サ
ド
裁
判
の
も
う
一
人
の
被
告
で
現
代
思
潮
社
創

業
者
、
あ
と
は
す
べ
て
現
代
思
潮
社
が
擁
す
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
系
の
翻
訳

者
た
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
討
論
会
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
今
日
、
も
う
調
べ
る
す
べ
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
大
学
祭
に
招

聘
さ
れ
る
新
し
い
文
化
人
と
し
て
の
澁
澤
の
人
気
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。

こ
う
し
て
、
サ
ド
裁
判
は
安
保
闘
争
時
代
の
学
生
と
全
共
闘
の
学
生
が
共

感
を
も
っ
て
見
守
る
な
か
で
遂
行
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

注（
１
）　

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
関
係
の
文
学
書
で
有
名
な
出
版
社
。
社
長
の
ジ
ャ
ン

－

ジ
ャ
ッ
ク
・
ポ
ヴ
ェ
ー
ル
は
み
ず
か
ら
筆
を
執
り
、
サ
ド
の
伝
記
を
著
し
て

い
る
。Jean.Jacqnes

Pauvert,  Sade
V

ivant,1,2,3,Laffont,１９８６
.

（
２
）　
「
サ
ド
裁
判
」
の
記
録
と
裁
判
期
間
中
の
当
事
者
の
発
言
等
に
つ
い
て
は
、

河
出
書
房
新
社
刊
の
『
澁
澤
龍
彦
全
集
』
別
巻
２
を
参
照
。

（
３
）　 
伊
藤　

整
お
よ
び
「
チ
ャ
タ
レ
イ
裁
判
」
に
つ
い
て
は
、
論
者
の
出
身
大
学

と
研
究
生
活
に
お
け
る
先
輩
の
星
野
紘
一
郎
氏
よ
り
資
料
と
多
く
の
知
識
と
示

唆
を
い
た
だ
い
た
。

（
４
）　

小
熊
英
二
『〈
民
主
〉
と
〈
愛
国
〉　

戦
後
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
公
共

性
』、
新
曜
社
、
四
九
八
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、
こ
の
論
考
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
、
戦
後
の
歴
史
に
つ
い
て
は
同
書
を
多
く
参
照
し
た
。

（
５
）　

関
谷
一
彦　
「
サ
ド
裁
判
」―
―
猥
褻
に
つ
い
て
の
法
的
立
場
と
文
学
的
立
場

―
―　

関
西
学
院
大
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
、
七
十
七
〜

九
十
四
ペ
ー
ジ
。

（
６
）　

船
木
拓
生　
『
富
士
の
気
分
』
西
田
書
店　

二
〇
〇
〇
年
、
十
五
〜
十
六

ペ
ー
ジ
。
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（
７
）　

同
書
、
二
十
七
ペ
ー
ジ
。

（
８
）　

同
書
、
四
十
〜
四
十
五
ペ
ー
ジ
。

（
９
）　

同
書
、
四
十
一
、
四
十
四
ペ
ー
ジ
。

（　

）　

同
書
、
三
十
三
ペ
ー
ジ
。

１０
（　

）　

小
熊
英
二　
『〈
民
主
〉
と
〈
愛
国
〉　

戦
後
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
公

１１

共
性
』　

新
曜
社　

二
〇
〇
二
年　

五
百
二
十
二
ペ
ー
ジ
。

（　

）　

同
書
、
五
百
二
十
二
ペ
ー
ジ
。
鶴
見
俊
輔
著
作
集
第
五
巻
五
十
八
ペ
ー
ジ
。

１２
（　

）　

同
書
、
五
百
二
十
二
ペ
ー
ジ
。

１３
（　

）　

同
書
、
五
百
二
十
二
ペ
ー
ジ
。

１４
（　

）　

同
書
、
五
百
二
十
三
ペ
ー
ジ
。

１５
（　

）　

同
書
、
五
百
二
十
六
ペ
ー
ジ
。

１６
（　

）　

同
書
、
五
百
二
十
七
ペ
ー
ジ
。

１７
（　

）　

同
書
、
五
百
二
十
九
ペ
ー
ジ
。

１８
（　

）　

同
書
、
五
百
三
十
一
ペ
ー
ジ
。

１９
（　

）　

同
書
、
五
百
三
十
一
ペ
ー
ジ
。

２０
（　

）　

同
書
、
五
百
三
十
三
ペ
ー
ジ
。

２１
（　

）　

同
書
、
五
百
三
十
三
ペ
ー
ジ
。

２２
（　

）　

同
書
、
五
百
三
十
四
〜
五
百
三
十
九
ペ
ー
ジ
。

２３
（　

）　

同
書
、
五
百
三
十
七
〜
五
百
三
十
八
ペ
ー
ジ
。

２４
（　

）　

同
書
、
五
百
三
十
八
ペ
ー
ジ
。

２５
（　

）　

同
書
、
五
百
四
十
一
ペ
ー
ジ
。

２６
（　

）　

同
書
、
五
百
四
十
一
ペ
ー
ジ
。「
首
相
、
�
総
辞
職
�
を
攻
撃
」（『
朝
日
新

２７

聞
』
一
九
六
〇
年
六
月
二
日
夕
刊
）。

（　

）　

同
書
、
五
百
四
十
六
ペ
ー
ジ
。

２８
（　

）　

同
書
、
五
百
四
十
七
ペ
ー
ジ
。

２９
（　

）　

同
書
、
五
百
四
十
八
ペ
ー
ジ
。

３０
（　

）　

村
山
匡
一
朗
＋
編
集
部
『
シ
ネ
マ
革
命
１
９
６
０
』
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、

３１

二
〇
〇
三
年
、
四
ペ
ー
ジ
。

（　

）　

同
書
、
十
八
ペ
ー
ジ
。

３２

（　

）　

村
山
匡
一
朗
＋
編
集
部
『
シ
ネ
マ
革
命
１
９
６
０
』
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、

３３

二
〇
〇
三
年
、
四
ペ
ー
ジ
。

（　

）　

大
江
健
三
郎
以
外
に
、
同
じ
山
口
二
矢
の
事
件
を
題
材
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

３４

タ
リ
ー
と
し
て
は
、
沢
木
耕
太
郎
『
テ
ロ
ル
の
決
算
』
文
芸
春
秋
、
一
九
八
七

年
。

（　

）　
『
澁
澤
龍
彦
全
集　

別
巻
２
』
三
百
七
十
ペ
ー
ジ
。

３５
（　

）　

同
書
、
三
百
七
十
ペ
ー
ジ
。

３６
（　

）　

小
熊
、
五
百
四
十
六
ペ
ー
ジ
。

３７
（　

）　
『
澁
澤
龍
彦
全
集　

別
巻
２
』
三
百
五
ペ
ー
ジ
。

３８
（　

）　

同
書
、
二
百
九
十
九
ペ
ー
ジ
。

３９
（　

）　

同
書
、
三
百
ペ
ー
ジ
。
傍
線
強
調
は
論
者
。

４０
（　

）　

船
木
拓
生
、
三
十
三
〜
三
十
四
ペ
ー
ジ
。

４１
（　

）　

同
書
、
三
十
四
ペ
ー
ジ
。

４２
（　

）　

同
書
、
三
十
九
ペ
ー
ジ
。

４３
（　

）　

同
書
、
六
ペ
ー
ジ
。

４４
（　

）　

同
書
、
九
ペ
ー
ジ
。

４５
（　

）　

同
書
、
六
十
五
ペ
ー
ジ
。

４６
（　

）　

同
書
、
七
十
四
〜
七
十
五
ペ
ー
ジ
。

４７
（　

）　

同
書
、
八
十
九
ペ
ー
ジ
。

４８
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L’Affaire Sade dans le Japon d’après-guerre (1)

Yoko MIYAMOTO

Abstract

      L’Affaire Sade a pris naissance en 1959 au Japon, cinq ans  après la France, quand Tatsuhiko 
Shibusawa a traduit L’Histoire de Juliette ou les prospérités du vice, en  raccourcissant le texte d’un 
tiers, et en  le présentant  en deux parties distinctes.　On ignorera à jamais la raison pour laquelle 
la première version ne s’était pas attirée la disgrâce des autorités.　Mais la seconde, publiée six 
mois plus tard, s’est vue interdite l’année suivante, en 1960.　Quatre jours après l’interdiction de 
publication et de diffusion, Shibusawa a résolument déclaré la guerre à l’oppression d’opinion.　Pas 
seulement Shibusawa lui-même, mais aussi d’autres intellectuels, spécialistes de littérature  ou de 
philosophie,  qui n’ont  cessé par la suite d’exprimer publiquement leur opinion à l’encontre des 
autorités.　En 1961, Shibusawa et Kyoji Ishii, président des éditions de Juliette, sont accusés 
officiellement de  publication d’écrits pornograhiques.　Le procès dure longtemps, Shibusawa le 
perd en 1969.　On peut dire que l’Affaire Sade constitue une chronique des années 60.
　Dans ce premier article, nous posons un certain nombre de remarques concernant l’époque des 
commencements de l’affaire.　Ces quelques années correspondent précisément à celles des luttes 
contre le nouveau Traité de sécurité nippo-américain.　L’époque fourmille d’accidents littéraires et 
politiques (notons par exemple l’incident de Furyu-yumetan, une nouvelle ironique écrite par 
Fukazawa, ou l’assassinat d’Asanuma, président du parti socialiste, etc); elle marque une articulation 
dans l’histoire de l’après-guerre.　L’activité économique est enfin sortie du marasme, l’usage de la 
télévison et du téléphone se généralise.　Influencé par l’exemple français, le cinéma japonais  se 
renouvelle et divers “under ground” d’ordre artistique commencent à s’introduire : la jeune 
génération, contemporaine du nouveau traité de sécurité nippo-américain, est conquise.　L’image 
de Sade, ou celle de Shibusawa, victime(s) des “autorités-opprimant- la- liberté” inspire une grande 
sympathie à cette jeune génération  qui soutiendra  Sade/Shibusawa dans les dix annéses suivantes. 
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